
　年次有給休暇の取得には、会社に申し出る

ことが必要です。仕事は計画的に進めるあなた。

　年次有給休暇についても、職場と調和を図

り、計画的に取得しましょう。

　来年（度）の事業計画を検討するに当たって

は、従業員の年次有給休暇取得を考慮しま

しょう。また、労使協定を結べば、計画的に

年次有給休暇の取得日を割り振ることができ

る制度（計画的付与制度）もあります。年次有

給休暇を取得しやすい環境づくりに取り組み

ましょう。

　北海道内で事業を営む使用者およびその事業

場で働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、

アルバイトなどを含む）に適用される北海道最低賃

金が次のとおり改定されました。

【効力発生年月日】平成29年10月1日

○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手

当、臨時に支払われる賃金および時間外当割増

賃金は算入されません。

○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最

低賃金法違反として処罰されることがあります。

○特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類

製造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電

子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製

造業」、「船舶製造・修理業、船体ブロック製造

業」）で働く者には特定（産業別）最低賃金が適

応されます。

【問い合わせ先】

厚生労働省　北海道労働局

労働基準監督署（支署）☎0138－23－1276

仕事は計画を立てて行うもの。

それでは休暇は？

「仕事休もっ化計画」

気持ちよく働こう！

10月は年次有給休暇取得促進期間です
北海道最低賃金
（時間額） 810円
必ずチェック 最低賃金Y使用者も、労働者も

働いている皆さんへ

経営者の皆さんへ
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。
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